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　10 月 30 日（土）に会場を日比谷・有楽町・
銀座エリアに移転し装い新たに開幕したア
ジア最大級の映画祭・第 34 回東京国際映
画祭が本日閉幕を迎え、クロージングセレ
モニーを行いました。東京グランプリ / 東
京都知事賞や、今回新設され行定勲監督が
審査委員長を務め、女優の渡辺真起子さん、
美術監督の磯見俊裕さん、元駐日マケドニ
ア大使で映画監督のアンドリアナ・ツヴェ
トコビッチさん、Amazon スタジオアジア
パシフィック責任者のエリカ・ノースさん
が審査委員に名前を連ねた Amazon Prime 
Video テイクワン賞など各部門における各
賞の発表・トロフィー授与をおこなった。
登壇者のコメントと、各賞の受賞作品、受
賞者を下記にて報告する。

■ 第 34 回東京国際映画祭 クロージングセ
レモニー

■日時 :11 月 8 日（月）17:00 ～ 18:05
■ 場所 :TOHO シネマズ日比谷スクリーン

12
■登壇者 : 各賞の受賞者、コンペティショ
ン部門 審査委員 : イザベル・ユペール、青
山真治、クリス・フジワラ、ローナ・ティー、
世武裕子
アジアの未来部門 審査委員 : 韓 燕麗、北条
誠人、石井裕也
Amazon Prime Video テイクワン賞 審査
委員 : 行定勲、渡辺真起子、アンドリアナ・
ツヴェトコビッチ
アルバー・メフメティ（駐日コソボ共和国
大使館 臨時代理大使）、安藤裕康チェアマ
ン

第 34 回東京国際映画祭 各賞受賞作品・受賞者

コンペティション部門

東京グランプリ / 東京都知事賞 『ヴェラは
海の夢を見る』（カルトリナ・クラスニチ監
督）（コソボ / 北マケドニア / アルバニア）
審査委員特別賞 『市民』（テオドラ・アナ・
ミハイ監督）（ベルギー / ルーマニア / メキ
シコ）
最優秀監督賞 ダルジャン・オミルバエフ監
督『ある詩人』（カザフスタン）
最優秀女優賞 フリア・チャベス『もうひと
りのトム』（メキシコ / アメリカ）
最優秀男優賞 アミル・アガエイ、ファティ
ヒ・アル、バルシュ・ユルドゥズ、オヌル・
ブルドゥ『四つの壁』（トルコ）
最優秀芸術貢献賞『クレーン・ランタン』（ヒ
ラル・バイダロフ監督）（アゼルバイジャン）

観客賞 『ちょっと思い出しただけ』（松居大
悟監督）（日本）
スペシャルメンション『ちょっと思い出し
ただけ』（松居大悟監督）（日本）

アジアの未来部門

作品賞 『世界、北半球』（ホセイン・テヘラ
ニ監督）（イラン）
Amazon Prime Video テイクワン賞 『日
曜日、凪』（金允洙 キム・ユンス監督）
Amazon Prime Video テイクワン賞審査
委員特別賞 『橋の下で』（瑚海みどり監督）

クロージングセレモニーコメント

＜ Amazon Prime Video テイクワン賞＞
行定勲審査委員長 講評 : 素晴らしい作品を
選出してくれた選考委員に感謝を致します。

開催期間 : 2021 年 10 月 30 日（土）～ 11 月 8 日（月）
会場 : 日比谷・有楽町・銀座地区　　公式サイト :www.tiff -jp.net

第 34 回東京国際映画祭閉幕！
クロージングセレモニーと審査委員記者会見
第 34 回東京国際映画祭閉幕！
クロージングセレモニーと審査委員記者会見

Amazon Prime Video テイクワン賞、審査委員アンドリアナ・ツヴェトコビッチ氏、行定勲審査委員長、『日
曜日、凪』キム・ユンス監督、『橋の下で』瑚海みどり監督、審査委員　渡辺真起子氏 　　　©2021 TIFF
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審査会が紛糾し、審議に3時間かかりまし
た。それぞれがそれぞれのいいところを主
張する、素晴らしい時間でした。クオリティ
の高い作品を観るとこれだけ票が割れるん
だなと、改めて思い知りました。テイクワ
ン賞を受賞した『日曜日、凪』は、一組の
夫婦の離婚する日を描いた作品。こういっ
たテーマを描いた作品は暗い映画が多い中、
この作品はユニークな作品でした。秀逸な
ラストシーンが素晴らしかった。長尺を撮っ
たときに才能を発揮するという将来性を感
じ、受賞となりました。『橋の下で』は人生
に悩む主人公。コロナ禍を描き現代を表し
ていたのですが、監督自身が主人公をパワ
フルに演じていた。他にも完成度の高い力
強い作品群をみて、日本の映画の未来は明
るいなと改めて思いました。

『日曜日、凪』キム・ユンス監督コメン
ト :2001年に在日コリアンを描いた『GO』
という作品が公開されたとき、主人公と同
じような境遇の高校生だったのですが、そ
の映画を撮られた行定監督が審査委員を務
められた賞を受賞することは、当時は想像
もしていなかった。想像してなかった景色
が見れたり、自分の想像の地平線を広げて
いけるような映画をこれからも作り続けた
い。出演してくれたキャスト、スタッフ、
関係者、応援してくれた人全員と作った作
品。皆とこの賞を受賞した喜びを分かち合
いたいです。今度は長編で戻ってきたい。
Amazonでいろいろと買い物をしてきてよ
かったなと思います。

＜ Amazon Prime Video テイクワン賞

審査委員特別賞＞

『橋の下で』瑚海みどり監督コメント : 当初
予定しなかった特別な賞ということで、本
当に嬉しく思っています。この映画は映画

美学校の修了制作作品として、同期の監督
を志望している仲間たちと一緒にこの映画
を作ったので、同期の仲間たちにも感謝し
ております。これからも粛々と映画を作っ
ていきたいです。
＜アジアの未来部門＞

北條誠人 講評 : アジアの10作品が参加し
た「アジアの未来」の全作品を拝見して、
多くの作品が映画史の巨匠の作品から学び
ながらもオープニングのカットから個性が
際立ち、それぞれの作家の今の社会に対す
る問題意識が反映された、意義の深い作品
だと思いました。多くの作品が私たち観る
ものに、映画を観ながら今の世界をどう考
えるかを問いかけてきました。その結果、
三人の審査委員の意見は大きな幅を持つも
のとなり長編映画1本分の時間の議論の結
果、作品賞の作品を選ぶことになりました。
審査委員の作品に対する意見は異なりまし
たが最も若きエネルギーと挑戦を感じさせ
る作品という点では意見が一致しました。

「アジアの未来」作品賞 『世界、北半球』 ホ
セイン・テヘラニ監督コメント : 私の作品
が「アジアの未来」作品賞を受賞したこと
をとても嬉しく思い、感謝しております。
とりわけ黒澤・大島・溝口・小林・小津ら、
監督の母国日本からこの賞を頂けることは、
特別でとても感動しています。私の作品は、
映画の歴史が豊かで尊敬されている日本で
選ばれ、上映されました。イラン人が外国
人に笑顔を見せるのは、その人が好きで親
近感を持っているときです。特に日本人に
会うと必ず笑顔になるので、私も笑顔で挨
拶を送ります。ありがとうございます。

＜コンペティション部門＞

最優秀観客賞 『ちょっと思い出しただけ』 
松居大悟監督コメント : 東京国際映画祭は

4回目の参加で、初めて両手に重さを感じ
られることが出来て嬉しいです。この作品
は、この2年くらいの苦しい時間や悔しい
時間を、ただ嫌な時間としてではなく、人
と会う事が嬉しく感じられるような、過去
と現在を抱きしめられるような前に進んで
いける作品になったと思います。音楽を担
当してくれたクリープ・ハイプの尾崎君が
明日誕生日で、この受賞を伝えてあげられ
るのが嬉しい。これからも映画作ります。
審査委員の皆さん、映画祭スタッフの皆さ
ん、ボランティアの皆さん、本当にありが
とうございました。
スペシャルメンション イザベル・ユペール
コメント : 松居大悟監督による『ちょっと、
思い出しただけ』という素晴らしい映画に
スペシャルメンションを贈ることになりま
した。池松壮亮と伊藤沙莉というふたりの
素晴らしい俳優のケミストリーが現代の東
京にいきる若者を爽やかに描いた作品、素
晴らしかったと思います。

最優秀芸術貢献賞 『クレーン・ランタン』 ヒ
ラル・バイダロフ監督コメント : 初めて撮っ
た作品を母に見せた時、こう言われました。
「ストーリーも演技もない。映像と音がある
だけ」「ただ魂がある。特別な魂がこもって
いる」と。10年経っても言われることは
変わりません。私の作品を観た人は大抵同
じことを言います。映画に内容はなく、魂
だけで作られた、映像と音だけだとよく言
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われます。しかし それは映画に大切なこと
だと思っています。1000 本の映画を観る
ことは簡単ですが、魂を持つ 3 人の監督を
見つけることは困難です。長くなってしま
いました。まずは審査委員の皆さまに感謝
いたします。そして美しい東京で上映する
機会を与えてくれた、市山さんに感謝した
いと思います。ありがとうございました。

最優秀男優賞 『四つの壁』 アミル・アガエイ
さんコメント : 私を選んでくださった審査
委員の方々に、お礼を申し上げたいと思い
ます。私を信頼し支えてくれた、ロジャー・
ウォーターズに感謝します。放浪監督のバ
フマンが祖国に帰って、自分の好きな映画
を作れますように。プロデューサーのギョ
クチェの信頼と、サポートに感謝したいと
思います。イラン人である私を仲間に入れ
てくれた「四つの壁」の俳優チーム、フン
ダ ファティヒ バルシュ オヌルに感謝しま
す。トルコ語を勉強していた頃には、まさ
かこんなに貴重に使える日が来るとは思い
ませんでした。この賞をトルコのすべての
俳優たちに捧げたいと思います。どうもあ
りがとうございました。

最優秀女優賞 『もうひとりのトム』 フリア・
チャべスさんコメント : まずプロダクショ
ンの皆さんに感謝したいと思います。特に
監督のロドリゴとラウラ、プロデューサー
のガビー、そしてアシスタントのプリシラ
にも感謝します。この映画を実現させてく
れた全ての人に感謝します。みんなが一丸
となって自分の役割を果たしやり遂げたの

です。受賞できるとは思っていませんでし
た。何もかも皆さんに感謝しています。そ
して私に慈悲を与えてくれた主君クリシュ
ナにも感謝します。賞を受賞したことが本
当に信じられません。また、素晴らしい俳
優、イスラエルにも感謝したいと思います。
彼はこの若さで才能を発揮しています。彼
の両親もクールで、その影響がこのような
壮大な役を演じられることになったのだと
思います。東京国際映画祭にも感謝したい
と思います。賞をいただきありがとうござ
いました。

最優秀監督賞 『ある詩人』 ダルジャン・オミ
ルバエフ監督 コメント : 審査員や観客の皆
様の中で本作を理解された方々がいらして、
このような高名な賞で評価してくださった
ことを大変嬉しく思います。もちろん芸術
作品の最終的な評価とは時を経て得られる
ものですが、その時の経過を待つことなく、
私たちは映画を作りこのような場で、発表
していかなければなりません。ですから今
回の受賞は素晴らしいことであり、私個人

のみならず 撮影チームや、カザフフィルム・
スタジオにとっての栄誉でもあります。そ
して、このような賞は今後の私たちの仕事
にも力を与えてくれるものです。どうもあ
りがとうございました。

審査委員特別賞 『市民』 テオドラ・アナ・ミ
ハイ監督コメント : 審査委員特別賞を受賞
したという素晴らしいメッセージを東京か
ら受け取りました。このような機会を与え
てくれた映画祭と名誉を与えてくれた審査
委員の方々に感謝したいと思います。『市民』
は 7 年間かけて手がけた作品で、私にとっ
て非常に思い入れのある映画です。この作
品のテーマは非常にデリケートで、現在の
メキシコにとってはタイムリーな問題です。
海外の皆さんに見てもらい、メキシコの問
題を知って議論いただくことが大切なこと
だと思っております。名誉ある賞を頂き、
ありがとうございます。

東京グランプリ / 東京都知事賞 『ヴェラは海の夢を見る』（カルトリナ・クラスニチ監督）（コソボ / 北マケド
ニア / アルバニア）プレゼンターは審査委員長 イザベル・ユペールさん　　　　　　　　　　©2021 TIFF

ビデオメッセージで喜びを語るカルトリナ・クラス
ニチ監督　　　　　　　　　　　　©2021 TIFF
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東京グランプリ/東京都知事賞

審査委員長 イザベル・ユペールさん 講評 :
私たち審査員たちは『ヴェラは海の夢を見
る』に賞を授与できることを嬉しく思いま
す。この映画は、夫を亡くした女性を繊細
に描くとともに、男性が作った根深い家父
長制の構造に迫る映画でもあります。監督
は国の歴史の重みを抱えるヴェラの物語を
巧みに舵取りしています。歴史の重みは静
かに、しかし狡猾にも社会を変えようとす
る者に暴力の脅威を与えるのです。確かな
演出と力強い演技、撮影が、自信に満ちた
深い形で個々の集合的な衝突を映画の中で
生み出しています。この映画はコソボの勇
気ある新世代の女性監督たちの一作が、新
たにコソボの映画界に加わったと言えます。

東京グランプリ / 東京都知事賞 『ヴェラは
海の夢を見る』 カルトリナ・クラスニチ監
督コメント : 私の初長編『ヴェラは海の夢
を見る』が東京国際映画祭のコンペティショ
ン部門に出品されるとの連絡を受けた時、
大変光栄に感じました。東京と日本は私に
とっては夢、そして夢のような映画の国で
す。また、この映画祭に初めて参加するコ
ソボ映画だったということも大変光栄です。
グランプリを受賞したことを知り、喜びの
あまりに泣いてしまいました。本当にあり
がとうございます。審査委員の方々、この
物語を実現させるために一生懸命働いてく
れたチーム・キャスト・スタッフに感謝致
します。
ありがとう 東京、ありがとう 日本。

小池百合子東京都知事メッセージ
「東京グランプリ」を受賞された『ヴェラは
海の夢を見る』のカルトリナ・クラスニチ
監督をはじめ、受賞された皆様に、心から
お祝いを申し上げます。34 回目を迎える
本映画祭は、今回から会場を日比谷・銀座
地区に移転しました。「映画の街」として長
い伝統を持つこの地区で開催されますこと
を、大変嬉しく思います。芸術文化は、都
市が持続可能であるために、不可欠な要素
です。人々の心を支え、豊かにします。な
かでも映画は、国境や言語を超えて、文化
や魅力を伝え、あるいは人間の生きる姿を

映し出します。多くの人の共感を呼び、人々
の相互理解を生むことのできる媒体です。
この映画祭を通じて、芸術文化の力をさら
に高め、多様な魅力に溢れる東京を世界に
発信してまいります。この東京国際映画祭
が世界中の人々を魅了する文化の祭典とし
て今後ますます発展することを祈念いたし
ます。

＜審査委員長スピーチ＞

審査委員長 イザベル・ユペールさんコメ
ント : 私たちが拝見した 15 作品で感じた
のは、映画の多様性の豊かさです。コンペ
ディション作品の一部には言語の多様性、
言語の違いがテーマになっている作品もあ
りました。世界には多くの言語が消滅の危
機にあると嘆くシーンが描かれていた反面、

『ちょっと思い出しただけ』では世界の人が
皆おなじ言葉を話したらいいのではないか
とも話しています。
詩もコンペティション部門では多くテーマ
となっていました。その他、非言語的な映
画芸術も含め、あるいは音楽、演劇、舞踊、
映画そのものという表現も取り上げていま
す。私たち審査委員はコンペティション部
門の審査で、現代文化における映画の位置
づけについて考えることを求められました。
もうすでに地位を確立しているアーティス
トと新しいアーティストの声、世界の多様
なコミュニティを扱っている作品に対面す
ることになりました。社会の現状を観る事
ができました。こうした作品の社会のイメー
ジの現代的なものに感動しました。以前は
文化を民族的なフォークロアなものとして
観る事が多かったのですが、今年の東京で
はそうしたことはありませんでした。また、
コンペティション部門では多くの女性が描
かれていました。ここで 3 作品だけ挙げる
と、『ヴェラは海の夢を見る』と『市民』、

『もうひとりのトム』これらの作品の登場人
物は途方もない苦境、犯罪、暴力、虐待に
直面しています。どの映画でもこうした社
会の問題と人々を抑圧し続ける過去のレガ
シーを描いています。それでありながら、
3 作の主人公ともに、被害者としては描か
れず、一人一人が敵を見極め対峙していく
ことができるようになっていく。最後に戦

いの勝ち負けに左右されず、これらの作品
は未来へ向かっていきます。こうした 15
作品と、世界を様々に探求していくのは楽
しいことで、こうして審査委員として携わ
れたことを大変光栄に思います。

安藤裕康チェアマン コメント : 長いと思っ
た 10 日間もいよいよ終幕がやってまいり
ました。幸い 2 日目を除き素晴らしい秋晴
れに恵まれ、新天地の会場も賑わいを見せ
たことを嬉しく思います。これまでのとこ
ろ上映作品の評判も上々のようですが、今
年の映画祭がどう評価されたか、皆様のご
意見も伺い、よく分析をして来年に備えた
いと思います。今回来日された著名なフラ
ンスの批評家の方が、こんなメッセージを
寄せて下さいました。

「いま、東京国際映画祭が目指していること
は、映画の多様性、創造性、そして世界と
の連携という見地から、日本の映画界のみ
ならず映画を愛するすべての人々にとって
重要であると確信しています」
この言葉をかみしめながら、前進してまい
ります。映画祭を支えて下さった実行委員
会、官公庁、協賛企業、メディア、ボランティ
アの皆さん、そして何よりも観客の皆様に
厚く厚く御礼申し上げ、第 34 回東京国際
映画祭の閉幕を宣言させていただきます。

審査委員記者会見＆受賞者記者会見コメント
イザベル・ユペール審査委員長

フェイスティバルでは旅をさせていただい
たと感じています。様々な上映を拝見し、
知らない国や行ってみたい国がたくさん増
えました。映画というのは常に旅です。女
優としての映画は内面を探っていく旅であ
ります。映画のミッションは世界で起こっ
ていることを、いろんな人に広げていくこ

©2021 TIFF
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とが使命かと思いますが、この映画祭では
上手く実現できていたように思います。
5人で議論していて、各自がそれぞれいろ
んな国から来ていますので、議論は混乱す
るかと思われるかもしれませんが、知らな
い者同士でも、議論を進めていく上でお互
いの理解を深めることができました。お互
いが寛容な気持ちを持って、いい議論を交
わすことができたと思います。それぞれの
好みが反映され、ダイバーシティな結果に
なったと思います。今回、審査委員長とい
うことで、責任感を伴いますし、怖さもあ
りました。ある作品を選ぶと、ある作品は
選ぶことができないという責任があります。
今回の東京国際映画祭は非常に野心的で多
様性のある作品を選んでいますが、それは
非常に成功していると思います。そういっ
た様々な作品を観る事でいろいろと考えさ
せられましたし、感動もしました。エンター
テインメントとしても楽しむことができま
した。この厳しいコロナ禍という状況で開
催されたことは素晴らしいことだと思いま
す。この素晴らしい審査委員の方々と10
日間を過ごせたことを、非常に嬉しく思い
ます。

青山真治
国際映画祭の審査委員をこれまで何度か
やってきたのですが、こんな感じだったな
と思い出しながらやりました。これまで僕
が経験したどのコンペよりも審査委員同士
が和気あいあいと仲良しで、いい人格者ば
かりで、いい審査ができたと思います。

クリス・フジワラ
審議中いろいろと話しているうちに、プロ
ダクションに魅了されました。この映画祭
はこれまでのどの映画祭よりも報われる映
画祭でした。なぜなら他の審査委員の方々
が本当に尊敬する方々だからです。素晴ら
しい体験をさせていただきました。

ローナ・ティー：素晴らしい時間を過ごさ
せていただきました。特に私はパンデミッ
クの制約でバブルでの対応で皆さんと接し
たということで、かなり特別な忘れられな
い思い出となりました。審査員の方々です

が、お互いのエネルギーを共有し合えるこ
とができたと思います。映画祭の素晴らし
さは、人と人との繋がりだと思います。観
客の皆さんと一緒に映画を観るという素晴
らしい体験です。昨年からオンラインとい
う形式をとる映画祭が多い中、東京国際映
画祭は実際に開催されて嬉しく思います。
東京国際映画祭が遂げられている変化を見
届けることが出来て、本当に特別な経験と
なりました。

世武裕子：「ドキドキよりワクワク」と言っ
て始まったのですが、映画祭のスタッフは
したことがあったけれど、映画祭の審査員
を行うのが初めてだったので、こうやって
映画祭に関わることが無かったので、どう
やって映画を全部観ればいいのかと少し心
配でした。他の審査委員の方々がとても有
名な方々ばかりだったので、自分だけ浮い
ているのではと心配でしたが、映画を観て
いく中で吹っ切れて、この映画とどう触れ
ていくのかということしかなくなって、せっ
かく選んでもらったのだからと気負わずに
挑もうと思えました。一番楽しかったのは、
皆さんと映画を観てどうでした？と話し合
う時がとても楽しく、学ぶことがたくさん
ありました。

Q: 主演女優賞に関して、どのような話し合
いがなされたのか？

イザベル・ユペール : 特にプロかアマチュ
アかにはこだわっていません。私の眼には
彼女の演技が良く映っていたから選びまし
た。彼女は演技をしていなかったから、そ
の分、純真さがあったから素晴らしかった
のかもしれません。この作品を観たとき、
彼女がプロではないと知りませんでした。
しかし映画を観ていてあまりにも彼女の演
技がよかったので、途中で、恐らくプロで
はないのだろうなと気付きました。彼女は
何かを表明しようとするわけではなく、彼
女は自分の置かれている状況をよく理解し
ていて、素晴らしかったと思います。
ローナ・ティー : 細かいところまで、演技
だけでなく作品全体、その映画が社会にお
ける影響など、隅々までみて審議した。そ
して、伊藤沙莉さん、私は観客として彼女

に恋をした。観客賞を受賞して本当によかっ
た。
Q :東京国際映画祭は変革の年となったが、
今後の改善点などあったらアドバイスを

イザベル・ユペール : このままの形で東京
国際映画祭を続けていってもらうことがま
ず大事かと思います。困難な状況での開催
となったので、改善はまた来年になるので
はないかと思います。
クリス・フジワラ : 同時期に進行している
東京フィルメックスがあり、そちらの映画
祭も支持しているのですが、今後、この2
つの映画祭をコラボレートして、フィルメッ
クスの方にももう少し多くのスペースを与
えることはいかがでしょうか？なかなか目
にすることができなかったため、お互いの
アイデンティティを与える為にもいいのか
なと思います。

ローナ・ティー : 映画祭の強さというのは
編成、プログラミングではあるのだが、開
催地やメディアの力も大きいと思います。
この映画祭を良くしていくには皆さんも含
め、あらゆるレベルでもっと支持をしても
らうことが大事かと思います。
青山真治 : アジア部門が伸び悩んでいるの
ではないか、“アジア映画”という括りに
どれくらい特化されるべきかわからないが、
“アジア”という枠組みを取っ払って、“世
界”、“国際”という枠組みだけがあればい
いのにと思います。アジア映画はもっと世
界の波に揉まれた方がいいのかなと、特に
日本の映画はそうかなと思いました。
世武裕子 : 映画祭についてはないのですが、
全体に対して、あらゆる映画を観ることが
出来て良かった半面、音楽でハッとさせら
れたり、音楽の部分で発見のある作品があ
まり無かった。映画を観る部分と、トーク
シリーズなどの付随したイベントが上手く
繋がっていくといいのかなとおもいました。
あと、ダイバーシティがテーマなのでいろ
いろな作品が集まっていて良い部分がある
反面、全然違う作品なので比べるのが難し
く戸惑う部分もあった。
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第 35 回東京国際映画祭 /TIFFCOM2022 開催日決定！！
第 35 回東京国際映画祭　2022 年 10 月 24 日（月）ー 11 月 2 日（水）[10 日間 ]
TIFFCOM2022-the Marketplace for fi lm and TV in Asia-2022 年 10 月 24 日（月）̃ 26 日（水）[3 日間 ]

　第 34 回東京国際映画祭は新型コロナウイルスの感染者をスタッフ・ゲストから誰一人出すことなく 11 月 8 日に 10 日間の会期
を無事に閉幕した。
　本年度の興奮がまだ冷めやまない中、来年度の開催日程が決定。第 35 回東京国際映画祭（TIFF）は 2022 年 10 月 24 日（月）
～ 11 月 2 日（水）の 10 日間、併設マーケットの TIFFCOM2022 -the Marketplace for fi lm and TV in Asia- は 2022 年 10
月 24 日（月）～ 26 日（水）の 3 日間での開催。

　12 月 1 日が「映画の日」ということで、来年度の本映画祭の開催が映画業界の更なる発展への一助となればとの思いから本報
告をさせて頂くこととしました。来年も映画祭とマーケットの同時期開催で、オリンピック以降で世界から更なる注目を集めている
TOKYO の秋をより一層の映画色に染めていきたいと思います。なお、来年も東京フィルメックスとはほぼ同時期開催となります。
本年度からの会場移転、プログラム改編を経て、今後もまだまだ TIFF は進化発展していく所存ですので、是非ご期待下さい。

＜第 35 回東京国際映画祭 / TIFFCOM2022　開催概要＞
　　　　　　　　  【第 35 回東京国際映画祭】

開催期間 : 2022 年 10 月 24 日（月）～ 11 月 2 日（水）【10 日間】
　　　　　　　　  【TIFFCOM2022】
　　　　　　　　  開催期間 : 2022 年 10 月 24 日（月）～ 26 日（水）【3 日間】

■主催 : 公益財団法人ユニジャパン ◇ TIFF サイト :www.tiff -jp.net　
　　　　　　　　　　　　　　　◇ TIFFCOM サイト :tiff com.jp

第 23 回東京フィルメックスは、2022 年 10 月 29 日（土）～ 11 月 6 日（日）有楽町朝日ホールほかにて開催予定
主催 : 認定 NPO 法人東京フィルメックス、共催 : 公益財団法人ユニジャパン（東京国際映画祭）
◇フィルメックス公式サイト :https://fi lmex.jp/

②受賞者記者会見
〈コンペティション部門 /観客賞・スペシャ
ルメンション〉松居大悟監督
こうして、観客賞、スペシャルメンション
を頂いて、今までこういった賞を戴いたこ
とがなかったので、とても嬉しく思います。
この映画を観て選んでくださった皆様に感
謝を申し上げます。

Q :何かの賞は取るかなと思って会場に来た
のでしょうか？

A: コンペディション部門に選ばれた時点か
ら、スタッフとかから手ぶらでは帰れない
とプレッシャーを与えられていたのですが、
もう映画は完成しているので、これから出
来ることといったら上映後の Q&A を一生

懸命答えるくらいで。昨日の夜もとても緊
張して何度も目が覚めてしまいました。

Q:数ある賞のなかで、観客賞の意味は？
A: 一番うれしいです。お客さんに観ても
らって映画は完成すると思っているので、
観てもらって選んでもらったので、この賞
を貰って一番うれしいです。これまで参加
した 3 回の東京国際映画祭のことを思い出
していて、これまでのクロージングセレモ
ニーでは自分の作品ではない映画が選ばれ
ているのをこれまで見ていて寂しい帰り道
だったので、今日はちょっと違う帰り道の
景色が見られるのかもしれないと思います。

Q :受賞は池松さん、伊藤さんにはもう伝え

ましたか？反応は？
A: まだ直接は会っていないのですが、この
後会う予定です。伊藤さんは SNS でかな
り荒ぶっているようです。池松君はコンペ
ティションに出ると決まったときから、ど
うせなら賞を取りたいよねと話していたの
で、この後報告した時にどう反応するかな
と楽しみです。

Q :スペシャルメンションに選ばれたことに
ついての感想

A: 言語化できない感情や想いを伝えたくて
映画をつくっているので、今回、なかった
はずの“スペシャルメンション”という特
別な賞を作っていただけで、とても嬉しかっ
たです。
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Real-Time Live!

SA2021 RTL! Chair

主任研究員 / Senior researcher 技術顧問 / Technical advisor

── between academia and industry ──

TextAlive [ACM CHI ’15]

© Crypton Future Media, INC. www.piapro.net / © SEGA© Crypton Future Media, INC. www.piapro.net / © SEGA
Graphics by SEGA / MARZA ANIMATION PLANET INC.Graphics by SEGA / MARZA ANIMATION PLANET INC.

Organized by TOKYO MX / Crypton Future Media, INC.

Songle Sync [ACM MM ’18] Griffith [Arch Inc.]DejaVu [ACM UIST ’12]

加藤淳 / Jun Kato, Ph.D.

ACM CHI: 2021 Student Research Competition Chair, 2017, 2020-2021 Associate Chair (EIST)
ACM UIST: 2014, 2017-2019 Program Committee
ACM SIGGRAPH Asia: 2018 Real-Time Live! Committee, 2021 Real-Time Live! Chair

Real-Time Live! (RTL!) は、とてもユニークな、参加必須の体験型
イベントです。リアルタイムグラフィックとインタラクション
を極めたプロジェクトたちが、最高峰を競い合い、イノベー
ションを誇るプレゼンテーションをお届けします。
Real-Time Live! (RTL!) is one of the experiences that makes it unique and a must-attend event. Watch as the best of the best 
in real-time graphics and interactivity come together for a live competition and share their innovations.

Real-Time Live!とは？

© ACM SIGGRAPH / SIGGRAPH Asia 2018 © ACM SIGGRAPH / SIGGRAPH Asia 2018

© ACM SIGGRAPH / SIGGRAPH Asia 2018

• SIGGRAPH Asia として３度目の開催で、力作ぞろいの投稿から
過去最多の９件を採択（採択率56%）

•会議テーマ「LIVE」を反映した、その場でしか体験できないイ
ンタラクティブ性に注力した最先端プロジェクトが集結

•アニメーション映像や3Dモデルの制作支援技術、プロジェク
ションマッピングやバーチャルプロダクションの最先端技術、
AR技術のスポーツや教育への応用など、SIGGRAPH本体も含め
た RTL! 史上で見て例外的に多様性に富んだ必見のプログラム

•国内5件はステージ登壇、国内1件と国外3件はオンライン発表

RTL! Fast Facts

RTL! 採択プロジェクト

Procedural People in 
Pixar’s Presto: New 
Workflows for 
Interactive Crowds

Kanyuk

VRoid Studio: A Tool 
for Making Anime-
like 3D Characters 
Using Your 
Imagination

Isozaki, Ishima, 
Yamada, Obuchi, Sato, 
Shimizu

RealitySketch: 
Augmented Reality 
Sketching for Real-
time Embedded and 
Responsive 
Visualizations

Suzuki, Habib Kazi, 
Wei, DiVerdi, Li, 
Leithinger

the_neuron_000

Ono, Iwamoto

Glisp: Lisp-based 
Graphic Design Tool

Hashimoto

CodeMiko: An 
Interactive Vtuber
Experience

Kang

Simultaneous 
Augmentation of 
Textures and 
Deformation Based 
on Dynamic 
Projection Mapping

Miyashita, Fukamizu, 
Ishikawa

Sony PCL Inc.'s Virtual 
Production

Koshino

Fencing Tracking and 
Visualization System

Hanai, Manabe, 
McDonald, Horii, Kera, 
Tanaka, Ishibashi

•ディスプレイの枠を飛び出すリアルタイムグラフィック
•インタラクション技術が可能にする新しい文化
•人々の創造性を解き放つ最先端の創作支援ツール

RTL! 今年の見どころ

and more!

Real-Time Live! (RTL!) に関するお問い合わせは下記までお願いい
たします:
SIGGRAPH Asia 2021 Real-Time Live! Committee
realtime_ctte_asia@siggraph.org

Real-Time Live!連絡先

© ACM SIGGRAPH / SIGGRAPH Asia 2018 © ACM SIGGRAPH / SIGGRAPH Asia 2018

© ACM SIGGRAPH / SIGGRAPH Asia 2018

Jun
Kato
RTL! Chair
AIST / Arch Inc.

Jessica
Cauchard
Ben-Gurion University
of the Negev

Tomohiko
Mukai
Tokyo Metropolitan
University

Sally
Slade
Magnopus

Masaya
Takeshige
NVIDIA

委員一同、リアルタイムグラフィックとインタラクションを極めた最先端
プロジェクトをみなさまにお届けできることを楽しみにしております!!

2021.11.8

MeetUP "プロダクションミートアップ"

日本語

学生・企業向け

MeetUP "プロダクションミートアップ"

日本語

SA2021ローカルコミッティとCG-ARTSが
各協力団体を得て

産学交流の機会を作ります。

学生・企業向け

MeetUP "プロダクションミートアップ"

日本語

• CG・アニメ・ゲーム分野の企業関係者や学生があつまるミートアップ。

• リクルーティングを含めた産学交流の機会。

• ポートフォリオコーナーやプレゼンコーナーを設置し、作品やCVをアピー
ルできる場も設置

学生・企業向け

２０１８のプロダクション
交流会

MeetUP "プロダクションミートアップ"

日本語

学生・企業向け

参加表明企業増加中！

アニマ、 、 、オー・エル・エム・デジタル、オレンジ、

神風動画、 、 サブリメイション、サンジゲン、サイバー

エージェント、バンダイナムコスタジオ、 、ポリゴン・ピ

クチュアズ、 、

モンスターズエッグ、 、ワコム・・・

MeetUP "プロダクションミートアップ"

日本語

学生・企業向け

日程 12月15日(水)
12月16日(木) 

時間 16:30～18:00

＠エクスペリエンスホール内
イベントスペース

MeetUP "プロダクションミートアップ"

日本語

学生・企業向け

https://www.cgarts.or.jp/seminar/information/211215/index.html?fbclid=IwAR0M-
Q537rEd5qwrnFadFxIN9JGb4iXjXWDvXL9ZuUXGnClwh-dW29VgWrQ

BOF "Technical Papers を知る"

日本語

• テクニカルペーパーの内容について、
国内の専門家が日本語で解説します。

• 研究の背景や意義、第三者から見た印象など
研究を立体的に理解できる良い機会です。

• 会場に来た人だけが聞ける
オフラインならではのトークを予定。

日付：14(tue), 15(wed), 16(thu), 17(fri) 

時間：14:30-17:30頃 場所：テクニカルペーパーの会場

技術者・研究者・学生向け

BOF "Technical Papers を知る"

日本語

その日の午前中の論文を中心に、その研究のどこがすごかったかの解説や、裏話、
過去の研究、当日のQ&Aセッションの様子などをその分野の先生方に語っていただ
くというもので、日本語での解説（オンライン配信なし）です。

講演者：（五十音順）
安東遼一(ZOZO, Inc.)、五十嵐健夫(東京大学)、梅谷信行(東京大学)、
岡部誠(静岡大学)、金森由博(筑波大学)、栗山繁(豊橋技科大)、
土橋宜典(北海道大学）、三谷純(筑波大)、他（随時更新中）

技術者・研究者・学生向け

Presented by:
Shuzo Shiota・Ayumi Kimura


